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またまた消化管 CT技術研究会の話題です。前回の第 10回記念大会

はインナービジョン誌の 10 月号でも特集が組まれ、久しぶりに大腸

CTの現状を皆さんに広報することができました。ご覧になって頂けた

でしょうか？私も久しぶりに頭をひねりながら原稿を書いたので、読

んでない方がいましたら是非、ご一読願います。 

そして、ついこの間の土曜日、平成 27年 10月 17日に北海道自治労

会館の大ホールで第 11回消化管 CT技術研究会札幌大会が行われまし

た。私自身は前回で代表を降り、済生会熊本の坂本崇さんに舵取りを

お任せしたので、今回は役割がなく北海道の東芝 CTユーザーの一人と

して、参加させていただきました。 

始めに、放射線医学研究所の松本先生の教育講演がありました。「診

断参考レベルと WAZA-ARI」というタイトルで、今をときめく DRL

と Web 上で被ばく線量を評価することのできる WAZA-ARI のシステ

ムの紹介です。DRL は F 山さんのレポートにお任せするとして、

WAZA-ARIは CT-AECに対応している、臓器線量が計算できる、他施

設と撮影線量の比較ができるなど利点も多く、線量の適正化に向けて

利用価値の高いソフトウエアであることを再認識しました。 

次にコワモテの札○医大の原○耕○先生の座長による一般演題が始

まりました。最初の演題は CTC の受容性と前処置についての報告で、

発表していたのは遠く沖縄から来てくれた入職して間もないような可

愛らしい女性の技師でした。コワモテの座長に睨みつけられながら思

いっきり緊張している姿を見て、会場にいる人は「頑張れ、負けるな。」

と全員が彼女の味方でした。そこへ座長からの例の「意地悪な質問」

と、、、思いきや、優しく内容を紐解いていくような姿勢。「成長したな、

赤シャツで山○教○に噛みついていた頃１）とは雲泥の差だ。」会場は臨

戦態勢を解き、ホッとした空気に包まれました。 

次の演題は倉敷成人病センターの木下さんによる東芝の新しい逐次

近似再構成法（AIDR3D enhanced）についての発表でした。最近はま

だ実装されていない FIRST（順投影適用モデルベース逐次近似再構成法）に対す



る期待が高く、議論されることが多いですが、現実に使用されている

機能についての評価はユーザーにとってはより重要です。今回の評価

法では AIDR3D と enhanced の間に明らかな違いは見いだせなかった

ようですが、それぞれの特性は把握できる内容でした。 

３演題目は大腸 CTの Dual energyの利用に関する報告です。タギン

グされた部分をクレンジング処理するとき、CT 値が保持されていな

い場合にうまく除去できないことがあります。そこをMonochromatic 

Imagingを用いて、後処理として調整することができるという報告で

す。第８回の仙台医療センターの報告にもありましたが、被ばく低減、

前処置法の軽減等も期待でき、Dual energyを効果的に利用できる手

法として素晴らしい報告でした。 

ランチョンセミナー（省略）を挟んでの午後の一般演題の報告は小

腸の 3DCT の報告でした。報告して頂いた吉川俊之先生（消化器内科

医、静岡県立総合病院）はこの手技を検討し、全小腸描出率が 70％を

超える手法を編み出しています。これは驚くべき数字で、当院でも先

駆的に小腸 3DCT を行ってきましたが、当院の方法では全小腸描出は

10％に満たない状態です。かなり専門的な領域であるため実際に施行

している施設が少なくあまり注目されないのですが、革新的な技術は

いつも日の当たらないところから生まれます。この手法を広めること

で小腸疾患へのアプローチはものすごく容易となり、病気の局在を早

期に知ることができるようになるでしょう。 

一般演題の最後はスクリーニングCTCにて生じたS状結腸穿孔の症

例報告でした。大腸 CTにおいてカテーテルの操作により腸管を傷つけ

てしまい穿孔を起こす場合と、もともと脆弱な腸管壁を炭酸ガスの注

入により圧力を加えたため穿孔を起こす場合があります。今回の症例

は後者の例ですが、検査後数日たってからの来院であり、被験者への

周知とともにフォローの体制をしっかり作っておくことを改めて示さ

れた報告でした。 

一般演題のコメントを書いているだけでページが埋まってしまった

ので、さらに濃い内容の後半のタブレット企画、特別講演「達人の目

線」「大腸 CTの現状とこれから」については割愛させていただきます。

次回第 11 回消化管 CT 技術研究会は平成 28 年 6 月 4 日土曜日、京都



テルサ http://www.kyoto-terrsa.or.jp/access.html で行います。札幌大

会に参加した方、忙しくて参加できなかった方も、来年６月京都に集

まり、勉強して、そしてちょっとだけ観光しましょう。 

 

注釈１）赤シャツ事件：詳しくは 10年以上前の北海道の CT関係者

にお尋ねください。 
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